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救える命があればどこへでも
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　AMDAでは東日本大震災の復興支援事業として、医療、教育、生活の３つの柱で

様々なプログラムを実施しています。その中の一つとして、これまでに被災他の方々

自らが担い手となり復興に向けて取り組むための「被災他聞交流事業」を実施して

きました。東日本大震災の発生から２年経った現在、被災他は復旧・復興が進まず

外部からの支援も徐々に減少している状況があります。そこで、各被災他開か情報

たくさんの人でにぎわった会場の様子

　１月20日（日）、気仙沼の仮設商店

街「気仙沼復興商店街南町紫市場」を

会場に、「復興グルメF-1大会」を開催

しました。商店街内の道路を歩行者天

国にし、大槌北小福幸きらり商店街（岩

手県大槌町）、おおふなと夢商店街（岩

手県大船渡市）、高田大隅つどいの丘商

店街（岩手県陸前高田市）、気仙沼復興

商店街南町紫市場（宮城県気仙沼市）。

　南三陸さんさん商店街（宮城県南三

陸町）、おがつ店こ屋街（宮城県石巻市

雄勝町）の６つの仮設商店街が復興に

向けたシンボルとなる「復興グルメ（F-1

グルメ）」を販売。各地域特産の材料を

使ったアイディアメニューが軒を連ね、

全国各地から約1500人が会場を訪れ

る大盛況のイベントとなりました。各商

店街の皆さんは、出品する「復興グル

メ」の試作を重ね、優勝を目指して奮

閉会式でゆるギャラから優勝賞品授与

や知恵を共有し、発信することで新たな復興への協

力体制を形成することを目的とした事業を実施して

います。 2012年３月４目に第１回被災他聞相互交

流事業として、気仙沼復興商店街南町紫市場を会場

に、大槌町と気仙沼市の交流を実施。４月９目には、

会場を大槌北小福幸きらり商店街に移しﾐ第２回目の

交流事業を実施しました。さらに７月15目は第３回

交流事業として「福幸きらり夏祭り」と題して、阪神

淡路大震災の被災他である阪神淡路と大槌町、気仙

沼市を結ぶことができました。そして４回目となった

今回は、岩手県上閉伊郡大槌町、釜石市、大船渡市、

陸前高肝胆、宮城県気仙沼市、南三陸町、石巻市雄

勝町にあるフカ所の仮設商店街を結び「第１回復興

グルメ　F-1大会」と銘打って実施いたしました。

起しました。コミュニティの中心的な存

在の仮設商店街が団結して盛り上がっ

たことで、その地域住民を含め地域全

体を明るく、前向きにすることにつなが

りました。

　さらに、会場には復興グルメとして

の参加だけではなく、応援参力日とし

て、鵜（うーの）！はまなす商店街（岩

手県釜石市）による物品販売、岡山か

らの応援参加としては、津山ホルモン

うどん研究会（津山ホルモンうどん）、

AMDA野上路農場（のとろダック汁）

が出店しました。また、会場には、被

災地各地のご当地ゆるギャラの参力［I、

太鼓の演奏、ご当地アイドルのパフォー

マンスなどもあり会場を盛り上げてくれ

ました。

　それぞれの屋台には、いずれも甲乙つ

けがたい一皿が並びました。会場を訪れ

た方々の投票で、「復興グルメ」のN0.1

を決定する表形式では､大きな拍手の中、

気仙沼復興商店街南町紫市場の「気仙

沼さんまティーヤ」の優勝が発表されま

した。また２位には「南三陸さんさんタ

コカレー」が選ばれました。

　熱気に包まれた閉会式では、「次はう

ちの商店街で開催したい!という方、挙

第１回復興グルメF-1大会
　　参加商店街マップ

　　　　　　　大槌

　　　　釜石

　　　　大船渡

　陸前高田

気仙沼

　南三陸　　　石巻雄勝

手を!」との掛け声に、参力日商店街の半

数以ﾄから手があがり、復興に向けた力

と団結を感じさせる大会となりました。

　今後は、被災地域内で会場を変えて、

定期的に開催する予定です。さらに多く

の仮設商店がつながり、全目からの来福

者によって被災地を元気づけるイベント

になるよう働きかけていきます。

　なお、「第２回復興グルメF-1大会」

の開催は４月21目（目）、おおふなと

夢商店街（岩手県大船渡市）での開催

が決定しており、７地域11グルメがエ

ントリーします。（以上敬称略）
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ＡＭＤＡ東日本国際奨学金

　東日本大震災の復興を担う次世代の学生への支援としてAMDAでは’AMDA東日

本国際奨学金として、将来医療従事者を目指す学生を対象に年間18万円（15､000

円／月）を支給しています。皆様の温かいご支援により、2011年度には84名、

2012年度には101名の奨学生に支給することができました。これまでの奨学生数

は８校125名になります。2013年３月には47名が卒業を迎え、新たな一歩を踏

み出しました。 2012年度に新たに奨学生となった学生からのエッセーが届きました

ので、一部をご紹介します。

　このたびは、AMDAの奨学金制度を

受けることができ、感謝しています。

医療系の奨学金を受けられるというこ

とで、夢が一層強くなりました。申込時

には理学療法士を希望と書きましたが、

実は今も、もう一つの夢で迷っていま

す。それは鍼灸師です。理学療法士は

もともと母の夢でもあり、その仕事につ

いては母から聞いており、私もやって

みたいと思っていました。鍼灸は両親

が営んでおり、さらに兄も現在鍼灸の

専門学校に通っています。最近までは

理学療法士の希望が強かったのですが、

今は鍼灸も同じくらい「なりたい」とい

う気持ちを持っています。やはり、家

族が身近で仕事をしていると、その仕

事にとても憧れます。私が風邪をひい

　私は、将来春講師になりたいと思っ

ています。なぜなら、私の母が看護師

の仕事をしており、間近でその姿を見

て憧れを持ったからです。私も母のよ

うに患者の方から好かれる優しい看護

師を目指したいと思っています。

　看護師になりたい理由はもう一つあ

ります。私は、東日本大震災で多くの

恐怖に出会いました。その中で命とい

うものは一瞬で大きく左右されるもの

であり、大事にしなければならないも

のだということを今まで以上に強く実

感しました。今にして思えば、自分に

力があったら助けられる命が、ひょっと

た時やけがをした時は必ず治療しても

らい、私も鍼灸で人の体を治していき

たいという気持ちが強くなってきます。

理学療法については、今は本を読んだ

り調べたりと勉強中ですが、共通して

いることは、どちらも人の体のサポート

に携わるということです。そのため高度

な専門的知識が必要になります。

　これからあと１年半後、後悔しないよ

うに少しずつでもできることをとにかく

頑張っていきたいです。挫折しそうに

なったら、将来自分がつきたい仕事の

ことを考えます。すると、疲れていても

不思議とやる気が起きます。また、「な

りたい」という気持ちもとても強くなり

ます。私はこの奨学金を大切にし、そ

して感謝しながら、自分の夢を絶対に

かなえたいと思います。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一｢私の将来の夢｣

　私の将来の夢は、看護師になること

です。小さいころからの夢でしたが、

高校生になった時に、改めて将来の目

標として達成できるよう頑張りたいと思

うようになりました。

　私の母は看護師で、私が小さいころ

から常に母が仕事をしているところを

見てきました。患者さんに対して同じ

目線の高さで、いつも笑顔で切に話し

ている母を見て、ずっと母のような有

－s昭o‘匈o一/1μZ刈夕争－ﾂﾞｿIﾚ　2国J、.y

したらあったのではとも思います｡私は、

款える命をできるだけ多く助けられる

ような力や知識、技術が欲しいと心の

底から思いました。

　高校を卒業したら看護師の専門学校

に入り、自分自身の夢に向かって挑戦

していきたいと思っています。その挑

戦をしていく中で、これから積極的に

様々なところへ出向き、どんどん自分

自身の力を上げていきたいと思います。

そして、人間性も磨いていきたいと思っ

ています。身近に母という大先輩がい

るので、これからも多くのことを学んで

いきたいと思います。

　2012年度奨学生

将来目指す職業の内訳

医師 ９名

薬剤師 ７名

看護師 33名

助産師 １名

保健師 ２名

放射線技師 ２名

理学療法士 １５名

介護士 ３名

臨床心理士 １名

養護教諭 ２名

その他 24名

合計 101名

Ｃ「臨床心理士を目指して」）

｜　私は、将来臨床心理上になりたいと
｜思っています。私は、中学校の時に友

｜人との人間関係に悩み、学校に行けな

｜　くなったという経験があります。その

｜経験から、悩みを抱えている人の手助

｜　けをしたいと思うようになりました。
ｌ　私が悩みを抱えて学校に行けずにい

１　たときヽカウンセリングというものに

ｉ抵抗がありました。私が臨床心理上の

｜資格を取得することができたら、子供

｜のころからカウンセリングを身近に受

｜　けられるような社会をめざし、気軽に

へ陥みを相談できる環境を推進できる臨

’床心理上になりたいです。
１　　　また、年明けに大槌町役場に他県か

｜　ら派遣された方が自殺するということ
｜　がありました。それを知った時、カウ

｜　ンセリングがまだまだ十分な環境では

｜ない現状があると考えました。そのほ

｜かにも自殺で亡くなったという事件を

」伝えるニュースが絶えず報道されてい

｜　ます。今後、心の病で自ら命を絶つと
ｌいうようなことが起きないような社会

｜をめざし、それを実現するため、子供
｜のころからカウンセリングを身近に感

｜　じることができる環境づくりができる

｜　ような臨床心理上になるために、頑張

｜　りたいです。

画師になりたいと思っていました｡また、｜

東日本大震災の時の母のような患者さ　｜

んを大切に思える看護師になれるよう　ｌ

頑張りたいと思います。避難所でけが｜

をされた方を手当てしている看護師の　｜

方々を見て、自分もこういう時に役に立　｜

てるようになりたいと思いました。　　　｜

　私はこれから、勉強や部活動等いま自　｜

分かできることに精いっぱい取り組み、｜

母のような患者さんを大切に思える看護　ｌ

師になれるよう頑張りたいと思います。　　｜

2012年度奨学生学年別構成

１年 １３名

２年 41名

３年 47名

合計 101名

奨学金支給対象校:県立大槌高校(岩手県)、

県立釜石高校(岩手県)、県立釜石商工高

校(岩手県)、県立大船渡高校(岩手県)、

県立気仙沼高校(宮城県)、県立志津川高

校(宮城県)､仙台医健専門学校(宮城県)、

東北朝鮮初等中等学校(宮城県)



　2013年３月17日（日）､岩手県上閉伊郡大槌町の城山公園体育館を会場に「絆コンサートin大槌2013」が開催されました。

これは、2012年３月17日～20日の日程で、岩手県立大槌高等学校の吹奏楽部を岡山と広島に招へいし開催した、音楽を通

じた交流「絆コンサート」の第２回目です。岡山でのコンサートの際に共演した就実高等学校吹奏楽部とその運営をサポートし

たAMDA高校生会が､「今度は私たちが大槌へ!」と熟い約束を交わし､その気持ちを胸に１年越しで実現することができました。

　17日のコンサート当日はAMDA高校生会は裏方となって、会場の準備や受付などを行いこれまでの活動のプレゼンテーショ

ンも行いました。演奏は、大槌高校、就実高校それぞれの演奏のあと２校合同の演奏を行い会場は涙と笑顔のまじりあう素晴

らしいコンサートとなりました。コンサート後には交流会を行い昨年から続いている絆を改めて実感しこれからもこのつながり

を深め広げていきたいと生徒たちから声が挙がり、お互いに深い絆を確認できた、感動的な交流会となりました。両校の吹奏楽

部顧問の先生方や参力日した生徒の方々からの感想を、一部ご紹介いたします。

大槌高校吹奏楽部顧問金丸元教諭

　昨年３月、私たちは就実高校、そし

てAMDA高校生会の皆さんにたいへん

温かく迎えていただきました。そしてこ

の３月、今度は私たちが元気よくお迎

えしなければと緊張しておりましたが、

岡山の皆さんの元気な姿とお心遣いの

前では、そのような心配はまさに杞憂

でした。私たちは１年前と同じように、

皆さんの温かさに包まれ、素晴らしい

２日間を過ごさせていただきました。

　絆コンサート、特にも合同演奏は本

当に素晴らしい音楽体験の連続でした。

限られた時間の中で、集中して、一瞬

のうちに音楽を共に作り上げる。言葉

では言い表せない充実感を得ることが

できる瞬間です。私だけでなく生徒た

ちも、きっとこのまま演奏を続けてい

たいと思っていたことでしょう。そし

て、そのひたむきな姿や音楽に共感し

ていただいたお客さんは決して少なく

なかったと思います。

　２つの「絆コンサート」は、岡山と

大槌の絆をより強くしてくれました。あ

らためて、この出会いに力を貸してくだ

さった方々に感謝します。また会いま

しょう！
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両校による合同演奏

-

大槌高校吹奏楽部

一一－

２年生

　３月16日、17日の２日間、岡山の就

実高校さんと大槌の城山公園体育館に

て、絆コンサートを行いました。　昨

年の岡山での絆コンサート以来で、ま

さか遠い岡山から岩手の大槌町に来て

くださり、演奏ができるなんて思っても

１
－

　昨年３月、岡山・広島でのAMDA主　｜

催による『絆コンサート』の開催をきっ　｜

かけに、大槌高校吹奏楽師の皆さんと　｜

の交流が始まり、昨年７月には私自身　｜

も大槌町を訪問させていただきました。　｜

そして今回、多くの関係者の皆様のご１

協力のお陰で部員44名とともに念願の　ｌ

大槌町訪問が実現したことは大変嬉し　｜

く思います。　　　　　　　　　　　　　　｜

　３月15日に大槌町を訪問し、まず目　｜

に飛び込んで来た町の風景に部員達は　｜

言葉が出ないぐらいの衝撃を受けまし　｜

た。大震災による甚大な被害と二年が｜

経過してもまだまだ復興が進んでいな　ｉ

い状況の中、日々頑張っている同世代　ｌ

の仲間がそこにいるのです。滞在中の　ｌ

４日間、私たちは大槌町で大槌高校吹ｌ

奏楽師の皆さんと再会できた喜びが沸｜

き起こりました。また、画技の合同演｜

奏を通して､地域の方々に応援メッセー　｜

ジをしっかりと届けようという思いも高ｉ

まり、結果素晴らしい演奏会が開催でｊ

きました。特に、最後に大槌町の皆さ　ｌ

んと一緒に歌った『ふるさと』は、思１

わず涙が溢れてきました。また、大槌｜

高校吹奏楽師の皆さんからいただいた　｜

に絆Jの文字の入ったメッセージ旗は、｜

私たちの宝物となりました。今回の訪｜

問を通じて、部員達は大震災の爪痕を｜

自分の目で見て肌で感じ、東北への復｜

興支援への思いを一層強めたことと思ｌ

います。最後に、共に参加してコンサー　｜

卜を支えて下さったAMDA高校生会の　｜

皆さんをはじめ、関係の皆様に厚く感｜

謝申し上げます。　　　　　　　　　　　｜

一一一一一－一一一－－一一一詞
いなかったので本当にうれしかったで　｜

す。絆コンサートでの就実高校さんの　｜

単独ステージで、私は感動し、涙を流し

してしまいました。とても温かい気持ち

のあふれた演奏で、被災地を思う気持

ちがすごく伝わってきてうれしかったで

す。合同演奏では気持ちよく演奏でき

てとても楽しかったです。

　AMDA高校生会によるﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

　　　ＡＭＤＡ高校生会　２年生

　大槌に行く前に「ちゃんと自分の目

で現地を見る」と思っていたけど近づ

くにつれて、現地を見るのが怖くなって

きました。町内視察では見えなかった

ものが鮮明に見えて、ただただ言葉を

失うばかりでした。（中略）そこにある

全ての景色や物が、言葉がなくても当

時の恐ろしさを物語っていて、城山体

育館から見た町全体の様子に言葉が出

ず、ただ涙が出ていました。皆の当た

り前だった生活、大切な家族、友人を

一瞬にしてなくした津波の恐ろしさを

絶対に忘れちゃいけないと心に決めま

した。

　コンサート当日、受付だった私は、

来てくださった人に笑顔で元気に振る

舞おう、少しでも音楽の力で皆の心を

元気にしたい、そんな思いで受付をし

ました。一段落して、客席の後ろで両

校の合同演奏を聴いて、演奏している

人達の気持ちが音となって届き、泣き

そうになりました。音楽がこんなにも人

を感動させ、楽しませるんだって改め

て音楽の力はすごいと思いました。コ

ンサート後の交流会で大槌高校の人と

話すことができ、連絡先を交換したり、

こんな小さな事でも岡山と大槌の繋が

りや絆を大切にしていこう、そしてこれ

から高校生だからこそできることを考

え行動していこうと思いました。

　　以前のコンサートよりも、今回のコ

ンサートでより絆が深まったと思いまし

た。この縁を大切にして、またいつか

演奏できることを願ってこれからも頑

張っていきたいと思いました。

－5･晦岬'かか－jμZ馴夕示－ﾂﾞｿﾑ　政ﾉyこ以/



‾ＡＭＤＡ大槌健康サポートセンター（コミュニティー部門）

　AMDA大槌健康サポートセンターは復興支援事業の核として、大槌町に建設されました。地域の方の健康増進、笑顔

のあふれるコミュニティースベースを目指して、また地域の方が集える行事の提供者として､様々な活動を行っています。

　　　人材養成コース修了！

　10月からセンターで人材養成コース

として開催されていた「フライパンで

作る天然酵母パン教室」が全カリキュ

ラムを終了し10名が卒業しました。最

後のクラスでは修了証が講師の梶晶子

氏より手渡されました。４月からは、卒

業生が講師となり、ＡＭＤＡ大槌健康

サポートセンターでパン教室を開催し

ていく予定です。

修了証を受け取りました

　釜石市母子保健事業支援スタート

　釜石市の事業にAMDA大槌健康サ

ポートセンターの助庭師・米田恭子プ

ロジェクトオフィサーを派遣する形で

支援します。釜石市の保健師と２人で

新生児宅への訪問活動が３月末からス

タートしました。

　　　　　　　災害ＦＭ

　大槌災害ＦＭで２週に１回、AMDA

大槌健康サポートセンターで30分番組

を持つことになりました！「AMDAの

せーがえーが」インターネットのサイマ

ルラジオでも聞くことができます。

　　　３回忌合同慰霊祭の開催

　東日本大震災の発生から２年が経過

し、３度目の桜の季節を迎えました。震

災で命を落とされた方々を追悼し、被

災地の一目も早い復興を祈って、釜石

大槌仏教会の各派寺院のご協力のもと、

大槌町の入念寺本堂を会場に、３月18

日、３回忌法要が行われました。

　はるばる岡山から、天台宗本性寺、

黒件教本部（神道）、真言宗長泉寺から

祈り添えにご参力日くださり、法要の中で

は黒件数の吉備楽（雅楽）の演奏もあ

りました。当日は仮設住宅や在宅の方

も参加できるように、送迎バスサービ

スを提供しました。

　参力日された方からは、「本当に心温ま

る法要だった｡」「ただただ涙が出てき

てた｡」「こんなに凄いとは思わなかっ

た｡」「冲道、仏教各派政則で宗教を越

えた祈りによる癒しが､本当に有り難く、

遠くから被災地を思ってくださる人が

いるということがとても心強く思えまし

た｡」との声をいただきました。

宗教、宗派を超えた祈りの時間　大槌町の大念寺

　∧医療機関支援

　2013年３月17日から４月８日までの期間で、

春季派遣として看護師を宮城県本吉郡南三陸町の公

立志津川病院南三陸診療所へ派遣を実施しました。

【AMDA春季医療派達者看護師２名】

・山河城春（やまかわしろはる）：

　看護師／埼玉在住３月17日～４月３日

■二田水彩（にたみずあや）：

　　看護師／東京在住４月２日～４月８日 患者さんに対応する二田水看護師

‥一一一
回震災ホームレス支援

　例年以上に雪が多かった仙台では、震災後２次的に「震災ホームレス」となった

方への支援不足が問題となっていたため、AMDAでは日蓮宗岡山県社教会、生活協

同組合　おかやまコープと合同で12月の支援に続き、第２使の食料支援を行いま

した。第２使の物資として、カップめん1008食、フリーズドライ米360食（うち

白米120食、ドライカレー120食、ピラフ120食）、カイロ2400個を、２月８日

に発送し、NPO法人仙台夜まわりグループの協力で、順次配布していただきました。
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１周年記念イベント

　　　たくさんの方が来場くださいました

　１月26目に、AMDA大槌健康サボー

トセンター１周年記念イベントを開催

しました。強風と雪の中、予定時刻の

前からたくさんの方が来場くださり、お

楽しみ市やお雑煮などで盛り上がりま

した｡ AMDA大槌健康サポートセンター

が多くの方に支えられていることを改

めて感じる１目となりました。

　　　大久保彩乃を囲む会

　for Studentsを開催しました

　中・高校生、大学生を対象に、３

月20日、ＡＭＤＡ大槌健康サポート

センターのスタッフで自らも被災し

仮設住まいを続ける、大久保彩乃を

囲んで交流会を行いました。参加者

全員の自己紹介の後、学生ならでは

の視点から質問や意見が出て、和や

かな交流会となりました。

　「みんなと同じように普通の毎日を

過ごしていたのに、この日からすべて

が変わってしまった」と被災時の様

子などを語り、現在の大槌町の復興

の様子や、健康サポートセンターで

の活動などについて話しました。ま

た学生からの「私たちがこれからで

きることは？」という質問に、「この

会場に皆さんが来てくださっただけ

で、被災地のことを思ってくださって

いるのが伝わる。思いを寄せてくれ

るだけで本当にうれしい｡」と話しま

した。会に参加した学生同士の交流

も生まれ、最後には笑顔で締めくく

る会となりました。

｜

学生たちと 大久保スタッフ



■緊急医療支援活動

　インドネシア・ジャカルタ洪水

　１月15目から降り続いた豪雨により、

インドネシアの首都ジャカルタで17目、

広域に渡り洪水が発生し､死者は32人、

避難民約４万人、家を失った人は10

万人以上にのぼりました。

　AMDAは、AMDAインドネシア支部、

AMSA（※）インドネシア支部と協働で、

約20人で医療チームを構成し、被災

者への緊急医療支援活動を実施ました。

　AMDA医療チームは、１月21目から

25目までにカンプン・メラユ地区を含

フィリピン・ミンダナオ島台風

子どもたちへのおかゆの炊き出し

む４つの被災地で、無料診療や食糧物

資の配布を行い、600人以上の診療の

他、約250被災家族に米・水・油等の

食糧パックを届けることが出来ました。

汚水による異臭の発生や、降り続く豪

雨により、診療場所まで足を運ぶこと

を躊躇する被災者が多数いる中、チー

ムは、家庭訪問による訪問診療や健康

相談を行う等、効果的なサービスの提　Z、

供を実現することが出来ました。　　　　　‾

※AMSA:アジア医学生連絡協議会

　AMDA理事長菅波茂が1985年に発足、

現在世界22の国と地域の医学生が参加する。

た。その後、状況を注視していたとこ

ろ食糧不足や長引く洪水被害が出てい

ることが確認され第３次派遣を決定し

ました。

　１月27目、フィリピンに到着した第

３次AMDA医療チームのスタッフらは、

在フィリピン沖縄県人会およびフィリ

ピン軍の協力を得て、ミンダナオ島ダ

バオ市内ジェードバレー地区で、生活

支援物資の配布、文房具などの提供を

実施し、また、子どもたちのために、ス

　2012年12月４日に発生した台風　　トレス緩和のレクリエーションや鶏肉と

24号で甚大な被害をうけたフィリピン･　　卵の入ったおかゆ125人分の炊き出し

ミンダナオ島へAMDA医療チームを派　　を行いました。さらに被害の大きかっ

遣して緊急医療支援活動を実施しまし　　たエリアに住む住民を対象に、米2kg

　　ミャンマー・メティラ郡暴動

　３川20目、ミャンマー中部にあるメ

ティラ郡において、暴動が発生し、周

辺地域にも拡大し深刻な状況が続いて

います。この状況の中、ミャンマー保

健吉ウィンミン副大臣からの要請があ

り、メティラ県病院への支援を決定し、

28□にはAMDAミャンマースタッフか

ら医薬品や燃料等の寄贈を行いました。

保健吉公衆衛生局長から、この早期支

援に対する感謝の言葉を頂きました。

-一一ヅ申長期事業

　インドピースクリニック４周年

　2012年10月29日、インドビハー

ル州ブッダガヤにあるAMDAピースク

リニックが開院４周年を迎え、記念式

典がおこなわれました。記念式典では、

日蓮宗ご住職による事業の発展祈願が

行われ、地元子どもたちへ奉納された

お菓子が配られました。本クリニックは

現代医療のほかに、インドの伝統医療

アーユルベーダを用いた治療も実施し

一

　　　　医薬品をメティラ県病院へ寄贈

・ AMDA ミャンマー駐在スタッフ

　汪橋俗人／事業統括

　鈴木梓／業務調整員

ており、インドの最貧州にありながら、

この４年で自立運営できるまでになり、

今後も、地元スタッフと連携して、良

い医療サービスを提供できる施設であ

り続けたいと考えます。

|ﾉ

_　．

”

,

１

ピースクリニック４周年式典

　　　　多＜の人が無料診療に訪れた

【派遣者名】

・山路未来／看護師/AMDA職員

・アロイシウス シタミ／調整員/AMDA職員

とシーツを500世帯分を各家庭を訪問

して手渡しました。被災者からは「日

本って遠いところからきて、１軒１軒家

に来てくれて、手渡してくれたんだよ！

すごい嬉しい、本当にありがとう!」と

いう声が聞こえました。

　岡山県井原市に住むミンダナオ島出

身の大山氏が調整員としてチームに力日

わることで、地元の被災者の方々の心

に最適な活動となりました。

【派遣音名】

・大山マージョリー／調整員／岡山倉敷

フィリピーノサークル会長

・福岡賢二／調整員／ＮＰＯ ＢＥＲＴ

・山路未来／看護師/AMDA職員

　ハイチ大地震復興支援

無料歯科診療を行いました！

　2010年１月に発生したハイチ大

地震の復興支援としてAMDAは、

これまでに義肢制作工房の設置、ス

ポーツ交流事業などを実施してきま

した。

　大地震から３年を迎えた2013

年１月12目に、フォンデネグ市で、

AMDAハイチ支部による無料歯科

検診活動を実施しました。フォンデ

ネグΓμは医療設備の整った町から遠

く、住民は歯科検診を受ける機会が

限られてい

るため、村

の内外から

67人が訪れ、

歯科検診の

ほか、歯科

衛生指導や

歯科治療な

ども受けるこ

とができまし

た。 無料歯科検診の様子

sogo・jiJjo－jlMn4ジャーナル　20j3..､/
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ＡＭＤＡフードプログラム　インドネシアスラウェシ島　マリノ村視察

　１月31目から２月４目に、AMDA

フードプログラムのフィールド「AMDA

野上路農場」のある新庄村の笹野村長、

磯田議長ほか６名とAMDA野生路農場

のスタッフ２名の一行が、インドネシ

アスラウェシ島のマリノ村を訪れ、農

業の現状などの視察を行いました。

へ'ヘヘ

　　　マリノ村の皆さんと一緒に
　　　　　　　　　　　　　　__＿
　　　　　　一

　　　おかやま国際塾

　　３期生募集のお知らせ

　岡山県内の大学に在籍する学生を

対象とした｢第３回おかやま国際塾｣

の参加者募集を開始しました！

　３年目となる今年はスリランカ

を海外研修の場とし、３名の学生

を募集します。社会のグローバル

化に対応できる人材を養成するこ

とを目的としています。応募期間｜

は５月29日（必着）詳細はおか，

やま国際塾ホームページ（http:// i

okayamakokusaUuku.web.fc2.com/）・

をご覧ください。

Ｉ支援者紹介

（株）廣柴堂　様

おかやまコーブ・AMDA

連携５周年イベントが開

催されました。

　新庄村は2010年にアジア有機農業

プラットフォーム推進条例を施行して

おり、村をあげて先進的に有機農業に

取り組んでいます。またAMDAと協力

し、今後アジアヘ向けての有機農業技

術の移転や農業交流を目指しており、

今回の視察が実現しました。視察先と

なったマリノ村は、標高1100mの山地

にある村で、日中の寒暖の差が大きく、

源流域にある農村で、新庄村と気候条

件が近いことから、技術移転の候補地

にあがりました。

　美しい棚田が広がり、村民が総出で、

互いの田植えを手伝う姿が見られ、訪

れた新庄村の一行からは「昔の新庄村

を見ているよう」と声が上がりました。

現在マリノ村では、有機農業への関心

はあるものの、現在は日本では使われ

ないような農薬が使用されており、技

術移転だけでなく土壌調査や改良の必

要性が確認されました。

　４月からは、インドネシアから農業従

事者２名を招へいし、田植えの時期か

ら収穫まで、AMDA野生路農場で、有

機農業研修のほか食品の加工技術など

の研修を行います。

Ｉブータン王国から救急救命士の来日研修

　2013年１月23日～２月３目の

間、ブータンエ国保健吉より、日本で

の救急車内搭載の救命救急装置等の活

用技術向上のトレーニングの依頼があ

り、その研修生として救命救急士のサ

ルバジット・チェットリ氏が来岡しまし

た。2010年に岡山市消防局からﾌﾞ｀－

タン王国に寄贈された高性能救急車の

仲介をAMDAが行い、その救急車が現

在、チェットリ氏が救命救急土として

勤務するﾌﾞ｀－タン保健吉医療ヘルプセ

ンターで使われていることから、岡山で

の研修が決定しました。

　研修は岡山市消防局救急課指導のも

と、主に岡山山北消防署、岡山大学高

度救命センターなどの岡山市内関係機

関で行われました。チェットリ氏は､｢岡

山滞在中にたくさん学び、得た知識を

ブータンの救急隊員に伝え、それがよ

（株）研美社　様

倉敷アカデミックウィンズチャリ

ティーコンサート　様

小春日和展　様

Pray for 束日本がんばろう日本

from bizen 様

【お知らせ】

　５月18日､19日の二日間開催される｢たまの港フェ

スティバル｣でＡＭＤＡ玉野クラブが東日本大震災の

被災地の物産品の販売・バザーを行います。

　消防署のみなさんと（中央チェットリ氏）

り多くのブータン人の命を救うことにつ

ながることを願っている」と話しました。

　今後、ブータン保健省主催の講習会

をチェットリ氏が中心になり開催予定

です。

　　　インターン紹介

広島国際学院大学　工学部１回生

グェン・フーン・チャン一二エム

　　　　　　(ベトナム出身)

大
槌
で
料
理
教
室
を
す
る

ニ
エ
ム
さ
ん

　事務所での研修の後、２月には４

日間の日程でAMDA大槌健康サポー

トセンターを訪れました。ベトナムの

フォー（米の麺）を使った料理の料理

教室をしたり、仮設に住むお年寄りに

ベトナムの文化や食事、歴史や観光な

どについて紹介して、その代わりに、

大槌の色々な所を教えて頂きました。

　実際に行ってみると驚くことが多く

て、まだまだ復興には時開かかかると

思いました。自分ももっと勉強したい

と思いました。皆さんありがとうござ

いました。
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